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６月
定例会ワクチン接種

会
期　
６
月
16
日
～
18
日

　
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
後
、
一
般
議
案
、
条
例
、

補
正
予
算
等
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
議
案

　

令
和
２
年
度
事
業
が
、
令

和
３
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま

し
た
。

◇
一
般
会
計
29
事
業

　

繰
越
額

�

76
億
９
２
３
８
万
円

◇
水
道
事
業
会
計
２
事
業

　

繰
越
額

�

２
億
６
３
７
２
万
円

繰
越
理
由

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
も
の
や
、
他
事
業

と
の
調
整
な
ど
に
よ
る
も
の
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
（
仮
称
）
女
川
町
民
会
議

講
演
会
事
業　

①
へ

�

１
５
０
万
円

◇
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

　

基
本
構
想
作
成
事
業

�

３
１
６
万
円

◇
町
営
住
宅
太
陽
光
発
電
設

備
出
力
制
御
器
設
置
事
業

�

②
へ

�

１
１
９
５
万
円

◇
都
市
下
水
路

　

災
害
復
旧
事
業

�

20
億
１
８
６
９
万
円

　
　
　
　
町
民
会
議
講
演
会

の
目
的
お
よ
び
繰
越

理
由
は
。

　
　
　
　

今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
み
ん
な
で
一

緒
に
や
る
き
っ
か
け
づ
く
り
、

土
俵
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
繰
越

し
ま
し
た
。

問答

　
　
　
　
な
ぜ
、
太
陽
光
発

電
装
置
と
同
時
に
、

制
御
装
置
を
付
け
な
い
の
で

す
か
。

　
　
　
　

事
業
用
の
太
陽
光

発
電
は
、
出
力
制
御

装
置
を
全
て
後
か
ら
付
け
る

と
い
う
ル
ー
ル
変
更
の
た
め

で
す
。

問答◇
女
川
町
立
保
育
所
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

女
川
町
立
第
一
保
育
所

を
廃
止
す
る
も
の
。

　
　

女
川
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
第
一
保
育
所
の
利

活
用
事
業
者
を
募
集
中

　
　

７
月
１
日
〜
７
月
30
日

②
な
ぜ
同
時
に

付
け
な
い
の
か

繰
越
事
業
の
報
告

条　
例　
の　
制　
定

◇
女
川
町
地
方
卸
売
市
場

　

陸
送
用
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
タ
ン
ク

（
ダ
ン
ベ
）
２
０
０
個

�

２
８
６
０
万
円

財　
産　
の　
取　
得

出力制御装置はあと付け

保冷効果で鮮度バッチリ今までありがとう

①
全
町
民
対
象
の
会
議
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ちゃくと
ちゃく

すすむ
コ
ロ
ナ
関
連

補
正
予
算

◇
予
防
接
種
委
託
料

�

４
２
１
万
円

　

令
和
３
年
７
月
末
ま
で
に

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

終
え
る
よ
う
追
加
す
る
も
の
。

・
水
分
を
摂
っ
て
下
さ
い
。

・
副
反
応
が
心
配
な
方
は
、

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
２
（
３
９
８
）

�

９
２
１
１　

か
、

　

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
、

相
談
し
て
下
さ
い
。

◇
感
染
症
予
防
対
策

　

支
援
事
業
補
助
金　

③
へ

�

３
０
０
０
万
円

　

令
和
３
年
１
月
以
降
に
購

入
し
た
感
染
防
止
に
必
要
な

備
品
等
に
５
分
の
４
（
上
限

10
万
円
）
を
補
助
す
る
も
の
。

　
　
　
　
対
象
業
種
、
受
付

日
程
は
。

　
　
　
　

町
内
に
営
業
所
、

店
舗
、
工
場
を
営
ん

で
い
る
法
人
、
個
人
事
業
主

が
対
象
で
、
受
付
、
申
請
期

間
は
、
７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
で
す
。

問答

子
ど
も
１
人
に
５
万
円

◇
低
所
得
子
育
て
世
帯

　

生
活
支
援
特
別
給
付
金

�

３
９
０
万
円　

④
へ

　

ひ
と
り
親
以
外
の
低
所
得

子
育
て
世
帯
へ
、
子
ど
も
１

人
に
つ
き
５
万
円
を
給
付
す

る
も
の
。

　
　
　
　
自
動
的
に
給
付
さ

れ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
申
請
が
必
要
で
す
か
。

　
　
　
　

（
申
請
が
不
要
）

　

令
和
３
年
４
月
分

の
児
童
手
当
、
ま
た
は
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
お
り
、
住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
の
方

（
申
請
が
必
要
）

　

そ
れ
以
外
に
、
令
和
３
年

３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満

の
子
ど
も
や
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
方

で
、
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
と
か
、
コ
ロ
ナ
で
家
計
急

変
の
方

　

申
請
の
必
要
な
方
に
対
し
、

広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問答

40
代
、
男
性

　

２
回
目
、
11
時
頃
接
種
後
、

１
日
中
眠
か
っ
た
。

40
代
、
女
性

　

２
回
目
の
翌
日
、
38
度
台

の
熱
が
で
た
。
１
日
で
下

が
っ
た
。

50
代
、
男
性

　

２
回
目
の
翌
日
、
１
日
だ

け
38
・
６
度
の
熱
が
で
た
。

50
代
、
女
性

　

２
回
目
の
夜
熱
が
で
た
が
、

翌
日
朝
に
は
下
が
っ
た
。

60
代
、
男
性

　

接
種
当
日
か
ら
翌
日
ま
で
、

腕
に
鈍
痛
が
残
っ
た
。

60
代
、
女
性

　

接
種
部
が
腫
れ
た
後
、
そ

の
下
方
肘
近
く
ま
で
、
二

の
腕
が
黒

※

血
に
な
っ
た
。

副
反
応
　
　
　
あれ
これ

コロナ

熱
も
で
ず

腕
の
痛
み

だ
け
だ
っ
た

２
回
と
も

な
ん
と
も

な
か
っ
た

70代、男性

70代、女性

※　

内
出
血
の
状
態

③
コ
ロ
ナ
対
策
に
補
助

④
申
請
が
必
要
な
方
は

�

広
報
の
確
認
を

65歳以上の接種率（7/15現在）
（令和3.3.31　住民基本台帳による）

１回目接種 87％

２回目接種 40％

座ったまま接種（生涯学習センター）
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補
正
予
算

◇
旧
女
川
小
学
校

　

施
設
改
修
工
事
費　

①
へ

�

３
４
０
万
円

　

総
合
体
育
館
の
改
修
期
間
、

旧
女
川
小
学
校
体
育
館
を
体

育
施
設
と
し
て
使
用
す
る
た

め
の
給
水
管
敷
設
工
事
、
火

災
報
知
設
備
工
事
、
商
用
電

源
引
き
込
み
工
事
費
。

◇�

町
民
バ
ス
第
２
期
実
証

　

試
験
運
行
委
託
料　

③
へ

�

３
３
７
０
万
円

　

高
台
に
住
宅
団
地
・
災
害

公
営
住
宅
が
整
備
さ
れ
、
商

業
エ
リ
ア
と
の
間
に
は
大
き

な
高
低
差
が
あ
る
現
状
で
す
。

　

前
回
の
実
証
実
験
の
効
果

検
証
も
踏
ま
え
、
運
行
内
容

の
改
善
や
利
便
性
の
向
上
を

図
り
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
「
将
来
ま
で
続
く
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
現

を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　

購
入
す
る
車
両
は

低
燃
費
で
環
境
に
配

慮
し
た
車
両
で
す
か
。

問

　
　
　
　

町
民
バ
ス
と
し
て

使
い
勝
手
が
最
適
と

い
う
こ
と
で
、
10
人
乗
り
の

ハ
イ
エ
ー
ス
を
選
定
し
ま
し

た
。
将
来
的
に
は
、
エ
コ
カ

ー
と
か
、
次
世
代
の
電
気
自

動
車
も
併
せ
て
検
討
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

◇
ゆ
ぽ
っ
ぽ
工
事
請
負
費

�

②
へ

�

２
９
７
万
円

　

５
月
１
日
に
起
き
た
地
震

に
よ
り
温
泉
施
設
ゆ
ぽ
っ
ぽ

が
、
ガ
ラ
ス
破
損
の
被
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
破
損

し
た
ガ
ラ
ス
の
除
去
、
コ
ン

パ
ネ
を
張
る
等
、
応
急
手
当

に
使
っ
た
費
用
。

　
　
　
　
ゆ
ぽ
っ
ぽ
の
建
物

は
女
川
町
の
象
徴
で

す
。
ガ
ラ
ス
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
本
体
が
ど
う
な
の

か
も
慎
重
に
検
証
し
報
告
を
。

　
　
　
　

震
度
４
お
よ
び
５

弱
で
、
窓
ガ
ラ
ス
が

破
損
し
ま
し
た
が
、
今
後
の

確
認
、
調
査
を
し
て
い
く
中

で
、
全
体
と
し
て
の
強
度
な

ど
確
認
で
き
る
部
分
が
あ
れ

ば
し
っ
か
り
把
握
し
ま
す
。

（
３
名
の
議
員
が
こ
の
問
題

に
一
般
質
問
し
て
い
ま
す
。）

問答

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４

億
１
７
２
０
万
６
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
３

億
９
８
０
２
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
い
つ
か
ら
使
用
で

き
ま
す
か
。

　
ま
た
、
活
動
し
て
い
る
す

べ
て
の
団
体
は
、
旧
女
川
小

学
校
体
育
館
で
転
用
可
能
で

す
か
。

　
　
　
　

10
月
か
ら
使
え
る

よ
う
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
団
体
の
転

用
は
難
し
い
の
で
、
勤
労
青

少
年
セ
ン
タ
ー
や
小
学
校
の

体
育
館
等
々
も
活
用
し
て
対

応
し
ま
す
。

問答

③
将
来
的
に
は

�

エ
コ
カ
ー
に

①
旧
女
川
小
体
育
館
は

�

い
つ
か
ら
使
え
る
の

②
女
川
町
の
象
徴
で
す

今後も有効に活用を

足場が組まれた施設の裏側

６路線に増やし運行試験

議
会
・
住
民
懇
談
会

開
催
中
止
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
「
議

会
・
住
民
懇
談
会
」
の
開

催
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
い
て
の
中

止
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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議 員 が 質 問10

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、
新たな施策の提案や意見を述べ、時には是正を
求め、町政をより良い方向へ導くものです。

■次回の定例会は９月３日からの予定です。
■詳しくは町議会事務局（電話54-3131内線312）へ
　お気軽にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症予防のため、議会
の傍聴自粛にご協力願います。
なお、議会中継は女川町議会ホームページで
配信しますので、ご視聴願います。

木村　公雄議員……………Ｐ６
（１）「ゆぽっぽ」の被害原因と再開は
（２）女川町の企業誘致の現況は

宮元　　潔議員……………Ｐ７
（１）将来を見据えた人口減少対策を
（２）高齢者に自由な移動手段を

阿部　美紀子議員…………Ｐ８
（１）盛土地域、震度の実態調査を
（２）森林育成の圃場、苗木づくりを

鈴木　良徳議員……………Ｐ９
（１）町民の安心、安全な施策は

平塚　勝志議員……………Ｐ10
（１）町民農園整備事業の実現へ
（２）「ゆぽっぽ」の被害と安全対策は

阿部　律子議員……………Ｐ11
（１）原発処理水の海洋放出に反対を
（２）特別障害者手当の周知徹底を
（３）町民農園の開園はいつですか

佐藤　誠一議員……………Ｐ12
（１）沿岸部の磯焼け対策は
（２）町内道路等の交通安全対策は
（３）山林を活用した観光施策推進を

髙野　　晃議員……………Ｐ13
（１）原子力災害時避難計画の実効性は
（２）公営住宅の管理の見直しを

隅田　　翔議員……………Ｐ14
（１）駅前の二輪駐車場の整備を
（２）山・川を生かした振興策は

阿部　　薫議員……………Ｐ15
（１）女川町指定文化財の実状は
（２）「道の駅おながわ」の現状は
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旧女川中学校

　
東
日
本
大
震
災
復
興
の
象

徴
と
し
て
、
平
成
27
年
２
月

に
完
成
し
た
「
女
川
温
泉
ゆ

ぽ
っ
ぽ
」
は
、
５
月
１
日
発

生
の
地
震
で
利
用
者
２
名
に

ガ
ラ
ス
の
降
下
に
よ
る
怪
我

人
が
出
ま
し
た
が
、

問　
事
故
原
因
、
営
業
再
開

日
、
補
償
を
含
め
た
被
害
額

を
伺
い
ま
す
。

答　
事
故
原
因
に
つ
い
て
は

現
在
検
証
中
で
す
。
営
業
再

開
は
、
対
策
工
事
発
注
後
に

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

被
害
額
は
、
２
月
13
日
分

が
ガ
ラ
ス
修
繕
費
用
と
し
て

２
９
４
万
２
５
０
０
円
、
５

月
１
日
分
が
２
９
７
万
円
に

な
り
ま
す
。

問　
設
計
業
者
、
施
工
業
者

以
外
の
第
三
者
に
よ
る
「
原

因
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
同
様
の
被
害
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

町
の
大
き
な
責
任
で
は
。

答　
第
三
者
の
視
点
を
入
れ

な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
改

善
し
て
い
く
か
と
い
う
妥
当

性
も
得
ら
れ
な
い
の
で
、
東

北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究

所
の
先
生
方
に
現
地
も
見
て

い
た
だ
き
、
相
談
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問　
事
故
調
査
結
果
が
出
た

あ
と
は
、
名
誉
回
復
の
た
め

徹
底
し
た
広
報
活
動
を
行
う

べ
き
で
は
。

答　
安
心
し
て
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ゆ
ぽ

っ
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
の
施
政
方
針
で
企

業
誘
致
に
つ
い
て
、
３
月
の

時
点
で
８
民
間
団
体
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
や
関
心
を
寄
せ

ら
れ
、
そ
の
う
ち
５
件
か
ら

町
に
と
り
大
き
く
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
具
体
的
な
提
案
が
さ

れ
た
と
表
明
さ
れ
た
が
、

問　
サ

※

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

に
よ
る
業
種
、
雇
用
人
数
、

年
間
の
生
産
（
製
造
）
高
、

面
積
等
の
公
表
の
時
期
は
。

答　
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の

利
活
用
を
図
る
た
め
、
昨
年

度
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

町
に
と
っ
て
経
済
活
性
化

等
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
提

案
が
あ
り
、
令
和
３
年
６
月

１
日
か
ら
優
先
交
渉
者
の
公

募
を
行
い
、
７
月
に
は
優
先

交
渉
者
が
決
定
し
ま
す
。
そ

の
後
、
資
本
金
等
を
含
め
公

表
す
る
予
定
で
す
。

問　
平
成
18
年
施
行
の
企
業

立
地
促
進
条
例
を
改
正
し
、

総
合
的
判
断
に
よ
る
財
政
出

動
を
考
慮
す
べ
き
で
は
。

答　
本
町
へ
の
進
出
に
よ
り
、

企
業
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら

れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
具
体

的
な
検
討
に
入
り
、
新
た
な

業
態
へ
の
対
応
や
新
規
創
業

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
ま
す
。

早急に原因究明を

問「ゆぽっぽ」の被害原因と再開は
答第三者の客観的な視点で評価

答弁者　町長　町民生活課長

問
女
川
町
の
企
業
誘
致
の
現
況
は

答
進
出
企
業
選
定
の
準
備
中
で
す

答
弁
者　
町
長　
総
務
・
企
画
課
長

木き

村む
ら

　
公き

み

雄お 

議
員

※　

民
間
事
業
提
案
調
査
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人
口
減
少
問
題
は
女
川
町

だ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
地

方
が
抱
え
る
最
大
の
課
題
で

す
。
そ
の
中
で
も
本
町
の
人

口
減
少
は
、
他
の
市
町
村
に

比
べ
る
と
著
し
く
、
令
和
20

年
頃
に
は
現
在
の
半
数
の
３

５
０
０
人
と
な
る
試
算
で
す
。

問　
平
成
28
年
に
、
女
川
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
と
復
興
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
人

口
減
少
に
関
す
る
成
果
と
課

題
を
伺
い
ま
す
。

答　
直
接
的
な
成
果
と
し
て

は
、
公
民
連
携
事
業
に
よ
り

移
住
に
繋
が
っ
た
実
例
や
、

定
住
促
進
事
業
補
助
金
に
よ

る
世
帯
流
出
の
抑
制
や
新
規

の
移
住
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
社
会
情

勢
や
生
活
環
境
の
変
化
に
応

じ
た
事
業
展
開
が
必
要
で
す
。

問　
今
後
の
女
川
町
の
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の

対
策
や
政
策
を
伺
い
ま
す
。

答　
人
口
減
少
社
会
の
中
で

も
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
は
押
さ
え
、
今
日

的
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

若
い
世
代
に
は
希
望
と
チ
ャ

ン
ス
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
層

に
は
生
き
が
い
や
安
心
感
を

訴
求
で
き
る
施
策
や
パ※
１

ブ
リ

シ
テ
ィ
を
展
開
し
ま
す
。

　
高
齢
に
よ
る
免
許
の
返
納

や
、
震
災
後
の
高
台
移
転
に

よ
り
、
町
中
に
な
か
な
か
出

て
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
、
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

高
齢
者
が
自
由
な
移
動
手
段

を
選
択
で
き
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
自
由
な
時
間
づ
く
り

が
で
き
、
い
き
い
き
と
暮
ら

す
こ
と
に
生
き
が
い
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
、
町
中
に
出

る
こ
と
に
よ
り
経
済
効
果
も

生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

問　
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

実
証
試
験
の
成
果
と
課
題
を

伺
い
ま
す
。

答　
歩
行
領
域
Ｅ※
２
Ｖ
の
試
乗

を
実
施
し
、
高
齢
者
の
移
動

手
段
と
し
て
の
活
用
も
模
索

し
ま
し
た
が
、
安
全
性
や
操

作
性
の
面
の
意
見
か
ら
日
常

的
な
利
用
は
短
期
的
に
は
困

難
と
考
え
ま
す
。

　

本
町
に
最
適
な
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ
活
用
は
、
技
術
開

発
や
関
係
法
令
の
改
正
も
必

要
で
あ
り
、
実
証
試
験
を
継

続
し
ま
す
。

問　
電
動
の
シ
ニ
ア
カ
ー
な

ど
、
高
齢
者
が
購
入
し
や
す

い
よ
う
に
補
助
金
な
ど
の
対

策
を
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　
購
入
補
助
あ
る
い
は
、

リ
ー
ス
と
い
う
方
法
も
あ
り

ま
す
が
、
安
全
性
を
含
め
た

シ
ニ
ア
カ
ー
の
使
い
方
な
ど

と
一
緒
に
、
交
通
施
策
全
体

の
中
で
最
適
な
仕
組
み
や
制

度
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
な
に
減
っ
ち
ゃ
う
の

時間にとらわれず自由に行動

問将来を見据えた人口減少対策を
答今日的なニーズを捉えた施策展開

答弁者　町長　企画課長

問
高
齢
者
に
自
由
な
移
動
手
段
を

答
地
域
に
最
適
な
拠
点
間
移
動
を
模
索

答
弁
者　
町
長　
企
画
・
健
康
福
祉
課
長

※
１　

媒
体
等
を
使
っ
て
世
間
に
広
く
情
報
提
供
す
る
こ
と　
　

※
２　

電
動
車

宮み
や

元も
と

　
　
潔き

よ
し 

議
員

※2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ
　（平成30年３月公表）に基づく推計値
　　　出所：「地域経済分析システム（RESAS）「総論①　人口」」
　　　　　　　　　　　　　　　（経済産業省・内閣官房）より作成
※出所資料は、「国勢調査」（総務省）、「日本の地域別将来推計人口」
　　　　　　　　　　　（国立社会保障・人口問題研究所）より作成
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旧一小校庭の実生の紅葉苗木

問　
地
震
の
際
、
他
市
町
に

比
べ
震
度
が
低
い
の
で
は
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
町
全
体
と
し
て
地
盤
が

固
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
旧

西
一
区
、
黄
金
区
、
南
区
、

女
川
区
は
埋
立
地
で
、
さ
ら

に
そ
の
上
に
盛
土
を
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
盛
土

地
域
の
住
民
か
ら
、
揺
れ
が

大
き
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　
震
度
の
大
き
さ
に
限
ら
ず
、

正
確
な
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
不
安
に
対
す

る
説
明
を
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答　
本
年
に
震
度
４
以
上
を

観
測
し
た
地
震
の
震
度
デ
ー

タ
か
ら
、
必
ず
し
も
本
町
が

近
隣
よ
り
震
度
が
低
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
震
度
計
は
標

準
的
で
安
定
し
た
地
盤
で
正

確
な
震
度
計
測
を
基
本
と
し
、

気
象
庁
の
設
置
環
境
基
準
に

よ
り
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

地
盤
の
違
い
に
よ
り
揺
れ

の
伝
わ
り
方
が
異
な
り
、
人

の
体
感
に
よ
っ
て
は
、
震
度

が
高
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

過
去
の
地
震
の
被
害
調
査

に
お
い
て
も
造
成
宅
地
の
地

盤
そ
の
も
の
に
変
状
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

必
要
で
あ
れ
ば
、
本
町
の
他

の
代
表
的
な
地
盤
に
も
震
度

計
の
設
置
を
考
え
ま
す
。

問　
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
、
水
を
貯
え
、
酸
素

を
つ
く
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
し
ま
す
。

　
女
川
漁
協
青
年
部
の
磯
焼

け
対
策
を
応
援
す
る
た
め
に

も
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ベ※

１
ン

ト
ス
の
栄
養
源
と
な
る
海
、

山
一
体
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　
蓄
電
に
セ※

２
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
の
実
用
性
が
増

せ
ば
、
樹
木
、
森
林
の
重
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

　
お
金
を
か
け
ず
と
も
、
実

生
、
種
か
ら
苗
木
は
作
ら
れ

ま
す
。
森
林
育
成
の
た
め
、

是
非
苗
木
を
育
て
る
圃
場
の

実
現
を
。

答　
山
林
に
被
害
を
も
た
ら

す
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
と
し
て

の
広
域
防
鹿
柵
の
設
置
を
進

め
る
と
と
も
に
、
経
営
管
理

集
積
計
画
を
策
定
し
、
計
画

に
基
づ
く
間
伐
・
伐
採
か
ら

再
造
林
ま
で
の
森
林
整
備
を

推
し
進
め
、
圃
場
・
苗
木
づ

３月20日、各地の震度は

出典：「2021年３月20日宮城県沖の地震の評価」
　　　（政府地震調査研究推進本部）

問
森
林
育
成
の
圃
場
、
苗
木
づ
く
り
を

答
関
係
者
と
検
討
し
て
い
き
ま
す

答
弁
者　
町
長　
産
業
振
興
課
長

問盛土地域、震度の実態調査を
答地盤の変状は確認されていない

答弁者　町長　企画課長

阿あ

部べ

美み

紀き

子こ 

議
員

※
１　

底
性
生
物
、
ナ
マ
コ
や
海
藻
な
ど　
　

※
２　

樹
木
か
ら
の
微び
し
ょ
う
せ
ん
い

少
繊
維

く
り
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

と
規
模
感
や
必
要
性
を
検
討

し
ま
す
。
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鈴す
ず

木き

　
良よ

し

徳の
り 

議
員

交差点に設置の監視システム

問　
昨
年
度
は
防
犯
カ
メ
ラ

を
４
台
設
置
し
、
今
年
度
は

３
台
設
置
す
る
と
３
月
議
会

で
伺
い
ま
し
た
が
、
設
置
場

所
と
来
年
度
以
降
の
設
置
予

定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
同
じ
く
、
防
犯
灯
設
置
工

事
に
つ
い
て
、
設
置
場
所
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
分
と
し
て
、

女
川
駅
前
交
差
点
、
ス
ー
パ

ー
お
ん
ま
え
や
前
交
差
点
、

大
道
つ
き
や
ま
公
園
北
側
交

差
点
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
付
近
交
差
点
、
大
道

つ
き
や
ま
公
園
南
側
交
差
点
、

女
川
小
・
中
学
校
と
役
場
の

間
の
Ｔ
字
路
へ
の
設
置
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
浦
宿
駅

前
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
現

状
を
確
認
し
て
、
適
正
な
灯

数
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

問　
他
の
市
町
等
で
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用

に
関
す
る
条
例
が
あ
り
ま
す

が
、
当
町
で
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
女
川
町
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
運
用
要
領
で
運
用
し
て
い

ま
す
。

問　
今
年
に
入
り
発
生
し
た

２
回
の
地
震
に
よ
る
、
女
川

温
泉
ゆ
ぽ
っ
ぽ
の
窓
ガ
ラ
ス

破
損
の
件
に
つ
い
て
は
、
同

僚
議
員
が
質
問
し
て
お
り
、

重
複
し
ま
す
の
で
割
愛
し
、

関
連
し
て
駅
の
ト
イ
レ
や
待

合
室
に
関
し
て
、
現
在
閉
ま

っ
て
い
る
状
態
で
す
の
で
、

早
急
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

答　
駅
の
ト
イ
レ
に
関
し
ま

し
て
は
、
業
者
に
確
認
を
し

て
、
開
け
ら
れ
る
場
合
は
、

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

休業中のゆぽっぽ

問町民の安心、安全な施策は
答防犯カメラ等を計画的に設置

答弁者　町民生活課長
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より高い安全対策を

　
女
川
町
総
合
計
画
実
施
計

画
に
令
和
３
年
度
事
業
と
し

て
、
「
町
民
農
園
整
備
事

業
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
本
事
業
の
目
的
と
目
標

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答　
本
事
業
は
、
畑
や
土
に

触
れ
た
り
親
し
む
機
会
の
少

な
い
町
民
に
対
し
て
、
農
作

業
等
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
醸
成
、
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
多

く
の
町
民
の
参
加
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

問　
事
業
の
内
容
と
し
て
、

農
園
の
予
定
地
、
開
設
の
方

式
、
対
象
と
す
る
利
用
者
お

よ
び
利
用
者
の
負
担
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　
農
園
候
補
地
は
、
清
水

地
区
で
検
討
し
て
お
り
、
町

民
一
般
・
団
体
等
へ
貸
付
方

式
に
よ
る
開
設
を
考
え
て
い

ま
す
。

問　
本
事
業
は
、
令
和
３
年

度
事
業
で
す
が
、
予
算
は
い

ま
だ
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
予
算
計
上
時
期
、
開
園
時

期
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
下

さ
い
。

答　
農
業
整
備
協
力
員
を
募

り
、
整
備
内
容
等
を
検
討
し

た
後
、
令
和
４
年
上
半
期
の

開
園
を
目
指
し
、
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
「
女
川
温
泉
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」

の
事
故
は
、
公
共
施
設
で
あ

り
、
復
興
の
象
徴
的
建
物
と

し
て
、
町
民
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

問　
損
害
額
等
に
つ
い
て
は
、

前
の
質
問
で
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
原
因
究
明
に
よ
り
、

瑕か

疵し

担た
ん
保ぽ

責
任
が
あ
る
場
合
、

損
害
賠
償
等
を
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
き
ま
す
か
。

答　
検
証
内
容
の
結
果
を
見

な
い
こ
と
に
は
、
瑕
疵
が
あ

る
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
結
果
を
待
ち

ま
す
。

問　
公
共
施
設
と
し
て
、
よ

り
高
い
安
全
性
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
後
の
安
全
対
策
は
。

答　
町
が
所
有
す
る
各
施
設

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の

総
合
管
理
計
画
の
も
と
に
個

別
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

ゆ
ぽ
っ
ぽ
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
指
針
が
出
れ
ば
、
そ

の
指
針
に
基
づ
い
た
個
別
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

町民農園で生き生きと

問
「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」の
被
害
と
安
全
対
策
は

答
ま
ず
は
原
因
の
調
査
を

答
弁
者　
町
民
生
活
・
総
務
課
長

問町民農園整備事業の実現へ
答開園を目指し事業を進めます

答弁者　町長　産業振興課長

平ひ
ら

塚つ
か

　
勝か

つ

志し 

議
員
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手当を受け取れる可能性が・・・

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

に
溜
ま
り
続
け
る
放
射
性
物

質
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
処
理

水
を
、
２
年
後
を
め
ど
に
海

洋
放
出
す
る
政
府
決
定
に
対

し
て
、
反
対
や
風
評
被
害
へ

の
懸
念
の
声
が
数
多
く
聞
か

れ
ま
す
。

　
特
に
、
県
と
水
産
関
係
７

団
体
に
よ
る
水
産
部
会
の
会

合
（
５
月
24
日
）
で
は
、
海

洋
放
出
に
反
対
す
る
意
見
が

大
勢
（
５
月
25
日
河
北
新

報
）
で
、
批
判
な
ど
大
き
く

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

問　
水
産
の
町
、
女
川
町
の

首
長
と
し
て
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

答　
海
洋
放
出
に
関
し
、
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
十
分
に
図
っ
て
来
ら
れ
な

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

反
問
①　
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含

ん
だ
処
理
水
は
、
少
な
く
と

も
水
そ
の
も
の
が
危
険
で
な

い
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

（
町
長
）

答　
専
門
家
の
中
に
は
、
薄

め
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
方
と
、

批
判
的
な
方
も
い
る
の
で
、

私
な
り
に
疑
問
点
を
問
う
て

い
き
た
い
。�

（
議
員
）

反
問
②　
処
理
水
自
体
が
問

題
で
は
な
く
、
正
し
く
伝
え

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
自
体
が

風
評
の
解
決
に
な
っ
て
い
な

い
と
考
え
ま
す
が
。（
町
長
）

答　
ト
リ
チ
ウ
ム
の
半
減
期

は
12
～
13
年
。
き
ち
ん
と
長

期
間
保
存
し
て
か
ら
流
せ
ば
、

よ
り
安
全
で
み
ん
な
の
気
持

ち
も
安
心
す
る
の
で
は
。

�

（
議
員
）

問　
町
内
事
業
者
、
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
の
考
え
は
。

答　
本
件
は
、
町
と
し
て
関

係
団
体
等
と
意
見
交
換
す
る

も
の
で
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　
近
隣
市
町
と
連
携
し
、

国
に
対
し
て
海
洋
放
出
の
再

検
討
を
要
望
す
べ
き
で
は
。

答　
町
村
会
を
通
じ
て
、
県

あ
る
い
は
政
府
要
望
等
の
中

で
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
月
２
・
７
万
円
支
給
さ
れ

る
「
特
別
障
害
者
手
当
」
は
、

介
護
保
険
の
要
介
護
４
、
５

の
高
齢
者
で
も
受
け
取
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
５
つ
の
認

定
基
準
（
厚
生
労
働
省
）
を

満
た
せ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
石
巻
市
で
は
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
、
障
害
の
程
度
に

か
か
わ
ら
ず
要
介
護
５
で
診

断
書
を
提
出
し
、
認
め
ら
れ

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

問　
本
町
に
お
け
る
要
介
護

４
、
５
の
人
数
と
、
特
別
障

害
者
手
当
を
受
け
て
い
る
人

数
は
。

答　
令
和
３
年
５
月
末
現
在

で
要
介
護
４
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
63
人
、
要
介
護

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
40
人
で
、
そ
の
う
ち
特
別

障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
は
１
人
で
す
。

問　
こ
の
制
度
は
き
ち
ん
と

周
知
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

障
害
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

掲
載
し
、
身
体
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
時
に
も
こ
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
お
り
、

宮
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
医
師
の
認
定
診
断
書
が

必
要
で
す
が
、
担
当
課
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
施
設
、

事
業
所
の
責
任
者
な
ど
の
連

携
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

答　
介
護
保
険
と
の
連
携
強

化
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ

の
説
明
な
ど
、
制
度
を
知
ら

ず
に
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
効
果
的
な
周
知

方
法
を
検
討
し
、
制
度
周
知

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

処理水放出風評被害が心配
出典：東京電力ホールディングス

問
特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
徹
底
を

答
制
度
周
知
の
徹
底
を
図
り
ま
す答

弁
者　
健
康
福
祉
課
長

問
町
民
農
園
の
開
園

は
い
つ
で
す
か

答
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す

答
弁
者　
産
業
振
興
課
長

問原発処理水の海洋放出に反対を
答政府等の判断に応じて対応します

答弁者　町長　産業振興課長

阿あ

部べ

　
律り

つ

子こ 

議
員
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沿
岸
部
の
磯
焼
け
が
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
「
女
川
湾
豊
か
な
海
の

森
づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動

状
況
は
。

答　
平
成
15
年
宮
城
県
漁
業

協
同
組
合
女
川
町
支
所
が
中

心
と
な
っ
て
協
議
会
が
発
足

さ
れ
、
町
内
で
各
種
磯
焼
け

対
策
事
業
を
実
施
。
平
成
22

年
に
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
。

問　
沿
岸
部
の
磯
焼
け
対
策

事
業
実
施
経
過
は
。
ま
た
、

今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

展
開
し
ま
す
か
。

答　
本
年
度
宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
女
川
町
支
所
青
年
部

が
取
り
組
む
出
島
藻
場
再
生

試
験
事
業
に
補
助
金
を
交
付

し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

も
、
産
官
学
民
が
一
体
と
な

っ
た
磯
焼
け
対
策
組
織
の
構

築
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

当
局
の
考
え
方
は
。

答　
今
後
、
事
業
の
推
移
を

見
守
り
つ
つ
、
必
要
に
応
じ

て
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
女

川
町
支
所
を
中
心
と
し
た
、

産
学
官
連
携
す
る
組
織
を
構

築
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

ま
す
。

産官学民一体で磯焼け対策を

問
町
内
道
路
等
の
交
通
安
全
対
策
は

答
交
通
ル
ー
ル
順
守
が
大
切答

弁
者　
町
民
生
活
・
建
設
課
長

旭が丘東側出入口等の安全対策を

　
町
内
道
路
等
、
学
校
通
学

路
に
お
い
て
の
危
険
箇
所
は

把
握
し
て
い
ま
す
か
。

問　
町
内
道
路
等
、
交
差
点
、

カ
ー
ブ
等
の
危
険
箇
所
を
示

し
て
下
さ
い
。

答　
基
本
的
に
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
え
れ
ば

特
に
危
険
な
箇
所
は
な
い
と

い
う
認
識
で
す
。
石
巻
警
察

署
交
通
課
に
も
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
女
川
町
内
に
危
険
な

箇
所
が
あ
る
と
い
う
認
識
は

今
の
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

学
校
で
は
、
浦
宿
踏
切
付

近
、
旧
一
小
前
付
近
、
旭
が

丘
区
東
側
出
入
口
、
役
場
前

の
東
側
道
路
自
転
車
専
用
通

行
帯
の
４
カ
所
が
注
意
を
払

う
べ
き
箇
所
と
捉
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

問　
特
に
旭
が
丘
東
側
出
入

口
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
か
ら
安
全
安
心
に
つ
い
て

不
安
の
声
を
耳
に
し
ま
す
が
、

当
該
箇
所
の
改
善
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
今
年
３
月
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

勾
配
や
道
路
の
線
形
改
良
を

検
討
す
る
た
め
調
査
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

問
山
林
を
活
用
し
た

観
光
施
策
推
進
を

答
資
源
を
活
用
し
た

観
光
プ
ラ
ン
を
検
討

答
弁
者　
産
業
振
興
課
長

問沿岸部の磯焼け対策は
答必要な支援をしていきます

答弁者　産業振興課長

佐さ

藤と
う

　
誠せ

い

一い
ち 

議
員
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公営住宅の管理を地元業者に

賃
等
の
徴
収
な
ど
の
行
政
的

な
コ
ス
ト
や
事
業
運
営
上
の

効
率
性
等
を
勘
案
し
た
場
合
、

今
の
形
を
継
続
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。

問　
地
元
業
者
に
仕
事
を
ま

わ
し
、
町
職
員
も
住
宅
分
野

で
頑
張
り
雇
用
も
守
る
。
８

０
０
０
万
円
以
上
の
予
算
を

地
元
経
済
に
循
環
さ
せ
て
は

い
か
が
で
す
か
。

答　
ル
ー
ル
変
更
が
あ
っ
て

民
間
主
体
で
大
丈
夫
と
い
う

こ
と
が
見
え
て
き
た
段
階
で

具
体
的
に
考
え
る
べ
き
で
、

そ
の
際
に
は
地
域
で
の
枠
組

み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
大

事
で
あ
る
し
、
い
ろ
ん
な
働

き
か
け
や
産
業
界
の
皆
様
と

も
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

問　
小
泉
環
境
大
臣
が
今
年

度
中
に
、
原
子
力
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
避
難

計
画
に
お
い
て
、
複
合
災
害

時
の
第
２
避
難
場
所
は
確
定

し
ま
し
た
か
。

答　
避
難
先
の
受
入
れ
が
困

難
な
場
合
は
、
県
主
導
で
県

内
市
町
村
、
さ
ら
に
県
外
と

調
整
さ
れ
て
い
く
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
定
め
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　
屋
内
退
避
の
問
題
で
、

内
閣
府
の
資
料
を
基
に
、
内

部
被
ば
く
低
減
率
が
落
ち
た

こ
と
に
よ
る
影
響
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
、
国
や
県
に

確
認
は
し
ま
し
た
か
。

答　
原
子
力
規
制
委
員
会
と

内
閣
府
の
公
表
資
料
で
は
、

内
部
被
ば
く
線
量
の
低
減
効

果
を
同
じ
よ
う
に
比
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
水
戸
地
裁
判
決
で
屋
内

退
避
や
第
２
避
難
場
所
の
確

保
の
問
題
で
、
深
層
防
護
の

第
５
の
防
護
レ
ベ
ル
に
は
欠

け
る
と
の
理
由
で
原
子
炉
を

運
転
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
ど
う
受
け
止

め
ま
す
か
。

答　
係
争
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
コ
メ
ン
ト
は
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
が
、
女
川

と
は
前
提
条
件
が
異
な
る
た

め
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

反
問　
主
要
争
点
で
あ
っ
た

基
準
地
震
動
の
設
定
や
耐
震
、

津
波
を
含
め
た
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
棄
却
、
つ
ま
り
敗

訴
し
ま
し
た
が
議
員
の
評
価
、

認
識
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

�

（
町
長
）

答　
深
層
防
護
５
層
の
う
ち
、

危
険
管
理
部
分
の
棄
却
は
、

否
定
し
な
い
が
危
機
管
理
の

部
分
は
、
女
川
で
も
同
様
に

不
十
分
と
考
え
ま
す
。

�

（
議
員
）

　
平
成
22
年
と
令
和
２
年
を

比
較
す
る
と
、
公
営
住
宅
入

居
件
数
は
３
０
３
件
か
ら
９

６
６
件
へ
６
６
３
件
の
増
と

約
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
宮
城
県
住
宅

供
給
公
社
へ
８
２
２
５
万
円

の
予
算
で
管
理
代
行
を
委
託

し
て
い
る
状
況
で
す
。

問　
国
土
交
通
省
も
公
営
住

宅
管
理
運
営
の
官
民
連
携
方

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
地
元
コ

※

ン
ソ
ー
シ

ア
ム
型
を
本
町
で
も
取
り
入

れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

答　
本
町
で
は
平
成
28
年
度

か
ら
公
営
住
宅
の
管
理
代
行

を
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
に

委
託
し
、
住
宅
の
修
繕
に
つ

い
て
は
地
元
業
者
を
優
先
し

て
発
注
し
、
迅
速
な
対
応
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
的
手
法

は
、
地
域
で
経
済
が
循
環
す

る
の
で
、
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
公
営
住
宅
法
の
枠

組
み
で
は
、
管
理
運
営
の
家

避難計画を問題視した
水戸地裁判決

問
公
営
住
宅
の
管
理
の
見
直
し
を

答
現
状
は
公
社
委
託
を
継
続答

弁
者　
町
長　
町
民
生
活
課
長

問原子力災害時避難計画の実効性は
答防災訓練等で確認、積み重ねる

答弁者　町長　企画課長

髙た
か

野の

　
　
晃あ

き
ら 

議
員

※　

共
同
事
業
体
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女川の自然資源を生かそう

　
駅
前
商
業
エ
リ
ア
で
は
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
バ
イ
ク

ツ
ー
リ
ン
グ
で
訪
れ
る
方
も

多
く
い
ま
す
が
、
施
設
で
指

定
し
て
い
な
い
場
所
に
停
め

ざ
る
を
得
な
い
バ
イ
ク
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

問　
駅
前
商
業
エ
リ
ア
に
お

け
る
二
輪
駐
車
場
の
整
備
状

況
と
基
本
的
な
対
策
は
。

答　
駅
前
商
業
エ
リ
ア
内
に

は
、
二
輪
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

が
数
台
分
し
か
な
く
、
現
在

事
業
者
と
第
３
駐
車
場
大
型

バ
ス
駐
車
ス
ペ
ー
ス
区
画
２

台
分
を
、
季
節
限
定
的
に
二

輪
駐
車
場
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
事
業
者
に

よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
駐
車

場
の
一
部
を
、
土
日
に
二
輪

駐
車
場
と
し
て
限
定
的
に
開

放
し
、
官
民
一
体
で
二
輪
車

の
観
光
客
が
、
安
心
し
て
駐

車
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　
第
６
駐
車
場
の
一
角
を

二
輪
駐
車
場
と
し
て
開
放
す

る
な
ど
の
対
策
は
。

答　
第
６
駐
車
場
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
二
輪
駐
車

場
ス
ペ
ー
ス
は
設
け
ず
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、

当
初
の
利
用
計
画
ど
お
り
大

型
観
光
バ
ス
専
用
駐
車
場
と

い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
密
を
避
け

て
楽
し
め
る
野
外
活
動
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
奥
清
水
渓
流
の

森
や
、
親
水
公
園
な
ど
自
然

資
源
が
豊
富
で
活
用
策
が
望

ま
れ
ま
す
。

問　
台
風
19
号
に
よ
る
奥
清

水
渓
流
の
森
の
復
旧
状
況
は
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
・
エ
ル
フ

ァ
ロ
脇
の
町
有
地
な
ど
の
活

用
は
。

答　
奥
清
水
渓
流
の
森
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
中
に
復

旧
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み

で
す
。
復
旧
後
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
休
憩
所
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
・
エ
ル
フ

ァ
ロ
脇
の
町
有
地
に
キ
ャ
ン

プ
場
施
設
と
の
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
町
と
し
て

は
、
キ
ャ
ン
プ
モ
ニ
タ
ー
を

通
じ
て
、
今
後
協
議
を
行
う

場
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
清
水
地
区
の
親
水
公
園

周
辺
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
に
、
エ
リ
ア
一
帯
を
整
備

す
べ
き
で
は
。

答　
官
民
共
同
の
運
営
等
の

仕
組
み
づ
く
り
と
併
せ
て
施

設
整
備
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

バイクで訪れる方にも優しい町に

問
山
・
川
を
生
か
し
た
振
興
策
は

答
野
外
活
動
施
設
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト

答
弁
者　
町
長　
産
業
振
興
・
建
設
課
長

問駅前の二輪駐車場の整備を
答二輪駐車場スペースを確保します

答弁者　産業振興課長

隅す
み

田た

　
　
翔し

ょ
う 

議
員
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。

町
の
復
興
計
画
も
完
了
し
、

日
常
生
活
に
お
け
る
町
民
の

姿
に
10
年
の
歳
月
の
流
れ
を

感
じ
な
が
ら
も
平
穏
な
る
日

々
。
以
前
は
鷲
神
公
園
内
に

仮
置
き
さ
れ
て
い
た
文
化
財

関
連
の
石
碑
の
行
方
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
行
政
管

理
の
中
、
移
転
計
画
を
実
施

し
、
地
域
住
民
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
地
域
お
こ
し

に
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

問　
現
状
の
町
指
定
文
化
財

の
総
数
と
種
別
、
保
存
保
管

状
況
は
。

答　
町
指
定
文
化
財
は
、
天

然
記
念
物
が
３
点
、
有
形
文

化
財
が
15
点
で
、
町
お
よ
び

所
有
者
が
保
管
し
て
い
ま
す
。

問　
予
算
計
上
し
、
再
設
置

し
た
文
化
財
の
数
と
場
所
は
。

　
ま
た
、
い
ま
だ
再
設
置
さ

れ
て
い
な
い
文
化
財
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
。

答　
昨
年
度
町
費
で
、
補
陀

閣
を
再
建
し
、
未
設
置
は
、

割
れ
て
い
る
金
毘
羅
大
権
現

碑
１
基
の
み
で
す
。

問　
関
連
石
碑
、
三
陸
大
津

波
記
念
碑
（
崎
山
公
園
内
）

の
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　
三
陸
大
津
波
記
念
碑
は
、

石
浜
地
区
と
協
議
し
移
転
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

忘れないでね
三陸大津波石碑（崎山公園内）

問女川町指定文化財の実状は
答町指定文化財の保存に努めます

答弁者　町長　生涯学習課長

阿あ

部べ

　
　
薫か

お
る 

議
員

津波浸水高表示板の設置を

ん
。
津
波
浸
水
高
表
示
板
を

設
置
し
て
は
。

答　
津
波
浸
水
高
表
示
板
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
箇

所
、
コ
ス
ト
を
考
え
た
中
で
、

実
現
性
を
含
め
今
後
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

　
４
月
に
開
設
さ
れ
た
「
道

の
駅
お
な
が
わ
」
は
、
現
況

の
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
２
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

問　
２
カ
月
間
に
お
け
る
実

質
的
な
利
用
効
果
は
数
値
的

に
把
握
で
き
ま
す
か
。

答　
道
の
駅
お
な
が
わ
の
利

用
者
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
計
り
か
ね
ま
す
が
、
運
営

会
社
等
へ
の
問
い
合
わ
せ
等

の
状
況
を
考
慮
す
る
と
認
知

度
お
よ
び
一
定
の
来
場
効
果

は
見
込
め
る
と
考
え
ま
す
。

問　
来
町
者
か
ら
の
指
摘
事

項
は
届
い
て
い
ま
す
か
。

答　
施
設
の
不
備
・
改
善
点

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
協

議
の
上
、
対
応
し
ま
す
。

問　
震
災
後
初
め
て
女
川
に

来
た
人
は
、
き
れ
い
な
街
並

み
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
震
災
遺
構
の
旧
女
川
交

番
だ
け
で
は
当
時
の
津
波
の

高
さ
の
実
感
が
分
か
り
ま
せ

問
「
道
の
駅
お
な
が
わ
」の
現
状
は

答
「
道
の
駅
」の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す

答
弁
者　
町
長　
産
業
振
興
課
長
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震
災
前
と
同
じ
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
面
が

整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
観
光

の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

議
会
で
も
後
押
し
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

バッターは須田町長、投手が村上教育長

汗と涙の熱血！高校野球

綺麗になった観客席

転んでも大丈夫、外野は芝生

復興シリーズ第８弾

帰ってきた

女川町民野球場

　震災により、女川町民野球場は仮設住宅とな
り住いの場とされてきましが、大役を終え、グ
レードアップをして戻ってきました。
　待ちに待った町民野球場、外野は芝生に、観
覧席も新しくなりました。
　６月20日にリニューアル記念試合として、高
校の部では石巻工業高校と東松島市の日本ウエ
ルネス宮城高校、社会人の部では、七十七銀行
と日本製紙石巻の試合が行われました。始球式
には町長がバッター、教育長が投手として登場
し、にぎわいに華を添えました。

復活

始球式 試合開
始
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画像

総務
民生
常任
委員
会 町民バス運行の

　あり方について
④調査結果

　令和３年度の実証試験はだいぶ改良されているが、
財政を圧迫することのないよう収入と支出のバラン
スが重要になってくる。五部浦・北浦便ではツルハ
ドラッグ行きが無くなるため、乗り継ぎの分かりや
すい表示が必要になる。
　デマンド化に関しては、特に五部浦、北浦は少人
数での予約が考えられることから、朝、夕は定時と
し、日中を一部デマンド化し、運転手が直接予約を
受ける形での運行の検証も必要と考えられる。将来
的には、町全体の交通体系を視野に、小中学校バス、
保育所タクシー等の教育との連携を一体的に考える
べきである。各々の予算を合わせると１億円規模に
なることから、財政面も視野に入れながら
今後のルートを決めていく必要がある。

①循環20バス実証試験
　令和２年７月13日から２カ月間、町内の主要施設
を20分に１本の間隔で運行する「循環20バス」の実
証試験を行いました。実証試験では「公共交通維持
確保の視点」「福祉・健康増進の視点」「まちの賑わ
いの視点」「利便性の視点」で一定の効果が得られ
ました。
　一方、「バス停の位置」「運行時刻・時間帯」など
の運行システムや「既存の町民バスとの棲み分け」
に関して課題が明らかになりました。

②町民からの意見
⑴�20分間隔ではなく30分、１時間でもいいので広い
範囲を回ってほしい。
⑵フリー乗降区間を増やしてほしい。

⑶石浜地区にも循環バスを走らせてほしい。

⑷女川薬局に停車してほしい。

⑸朝早い便と夜遅い便を作ってほしい。

⑹町の財政圧迫となるため無料ではダメ。

⑺既存町民バスとの棲み分けが必要ではないか。

⑻�循環20バスでは車両にステップが無く乗り降りが
大変でした。

　③第２期実証試験概要
⑴�40分に１本の運行になり運行範囲が拡大しました。

⑵�中心部エリアはJRとの接続のためフリー乗降区
間ではありません。
⑶�今後第２期実証試験結果によりルート等の見直し
を検討します。
⑷�地域医療センターの次に女川薬局を停留所としま
した。
⑸�朝は午前７時から夜は午後７時まで運行時間を拡
大しました。
⑹�今回は無料で行い、本格運行後は従来どおり有償
運行となる予定です。
⑺�既存町民バスを全路線一時的に休止し、実証試験
を行います。
⑻�既存町民バス車両を使用するため、ステップ等は
付いています。

17 2021.7　おながわ議会だより



1000分の1
100日後には

吸着塔との間を
何度か循環させる
とトリチウム以外
の複数の核種は
取り除かれる

トリチウム を知ろう
②トリチウムの人体への影響

③福島第一原発事故で放出されたトリチウム

④トリチウム処理水処分の問題

⑤風評被害にならないために

○水状のトリチウムは生物に簡単に取り込まれる
○取り込まれたトリチウム水は10日間で50㌫は体外に排出され、
　100日後には1000分の1以下になる
○体に取り込まれたトリチウムの濃度は一定で、濃縮などはおこらない
○海藻や魚に取り込まれたトリチウムを摂取してもほとんどのトリチウムはそのまま排出される
○トリチウムから出る放射線はベータ線と呼ばれるエネルギーは非常に弱く、放射線を受けた場合、
　皮膚の表面で止まってしまい放射線の影響はない
○空気中のトリチウムを吸い込んでも普通の水のように排出され、体内に溜まることはない
※このようなことからトリチウムが人体に与える影響は非常に小さいものと考えられる

○最大3,400兆Bqのトリチウムが放出された
○処理水を貯めるタンクは２日で１基から１週間に１基に減った
○タンクの水にはトリチウム以外の複数の核種が混ざっている
○トリチウム以外は二次処理をして複数の核種を取り除いている

○トリチウム処理水は、他の放射性物質を取り除いた後に希釈して海洋に放出処分する方法が、
　最も安全・確実と考えられる

○国民一人一人がトリチウムの正しい知識を身につけることです
○国、東京電力以外の第三者がトリチウム処理水が安全な数値まで下がっていることを発信できる
　ような機関を設置することで風評被害も少なくなると思われる

６月９日、茨城大学の鳥
とり
養
かい
教授（トリチウムの専門）のも

と現在話題になっているトリチウムに関する説明を受け
ました。少しでも町民の皆さんもトリチウムについて知
っていただけたらと思います。（鳥養教授の資料より）

　　　細胞核線量が0.1G
※
yでも細胞死が起

　　　きると鳥養教授の実験で書かれていまし
　たが、どのくらい危険なんですか。
　　　これは対象実験でDNAにトリチウムが
　　　入るように仕組まれた実験です。有機結
　合型トリチウムは危ないと言われていますが、
　DNAに入るような形の有機結合型トリチウ
　ムは自然界ではできません。

　　　トリチウム水を35年間海洋に放出しても
　　　海に残らないのですか。
　　　海の場合は希釈される方が大きいです。
　　　それ以上のトリチウムが海には元々存在
　するので、そこにちょっと足したくらいにし
　かならないのでそういうことは考えなくても
　大丈夫なようなものだと思います。

問 問

答 答

※Gy（グレイ）放射線のエネルギーが物資に吸収された量
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年

年

年

原発
対策
特別
委員
会

正し
い知
識を
身に
つけ
ようトリチウム を知ろう

①トリチウムは自然界にどこにでも存在する

（2013年）

（※年間被ばく線量は、１日1.65㍑の水を飲用するとして計算）
Bq（ベクレル）放射性物質の量や放射能の強さを表す単位、Sv（シーベルト）人が受ける被ばく線量の単位

色々な飲料水中のトリチウム濃度と被ばく線量

全地球の存在量　11EBq

鳥養教授に質問

各国の場所など トリチウム濃度
（Bq／リットル）

1年間飲み続けた
時の年間被ばく線量
（mSv／年）

オーストラリアの飲料水の濃度限度 76,103 0.82
ICRPがこの濃度未満であれば人体に
問題ないとする濃度 60,000 0.65

カナダの飲料水の濃度限度 7,000 0.076
東京電力が海洋放出を検討している濃度 1,500 0.016
ドイツの飲料水の濃度限度 100 0.0011

　　　汚染水には62核種の放射性物質を含んで
　　　いますが、二次処理した処理水の核種の
　除去率は安全な数値になっていますか。
　　　東電の公開されている資料を見る限りで
　　　は、分析方法も含めてちゃんとしている
　のは確認しており、二次処理することで数値
　は下がっており、62核種は十分に処理された
　ものと思います。

　　　福島原発事故由来の汚染水で不安を感じ
　　　る方も多いですが、高濃度の放射性物質
　に触れた汚染水と、通常原発から排出される
　排水とは違いがありますか。
　　　汚染水も核種をきちんと取り除けば安全
　　　な水になり、水という意味ではまったく
　一緒です。

問 問

答 答
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議　
　

長　

佐　

藤　

良　

一

委　
員　
長　

阿　

部　

美
紀
子

副
委
員
長　

髙　

野　
　
　

晃

委　
　

員　

隅　

田　
　
　

翔

　
　

〃　　
　

鈴　

木　

良　

徳

　
　

〃　　
　

宮　

元　
　
　

潔

　
　

〃　　
　

平　

塚　

勝　

志

　

「
議
会
だ
よ
り
」
前
号
の
表
紙

の
桜
に
つ
い
て
、
「
女
川
に
も
あ

ん
な
桜
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
」
、

「
実
物
を
見
た
い
」
、
「
眺
湾
荘

（
ち
ょ
う
わ
ん
そ
う
）
て
ど
こ
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
「
眺
湾
荘
」
の
由
来

に
つ
い
て
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た

武
磯
商
店
の
武
山
㑪ひ

と
し

氏
に
聞
い

た
話
で
す
。

　

戦
争
中
、
西
区
上
方
に
防
備
隊

の
宿
舎
が
あ
り
、
湾
を
眺
め
る
美

し
い
景
色
か
ら
そ
の
宿
舎
に
、
㑪

氏
の
お
父
さ
ん
武
山
羊
治
郎
氏
が

「
眺
湾
荘
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

以
来
そ
の
辺
り
一
帯
を
「
眺
湾

荘
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
是
非
「
議
会
だ

よ
り
」
の
ご
愛
読
を
。

　

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
長
　
阿
部
　
美
紀
子

● 

あ
と
が
き 

●

キ

 ラ
 キ

 ラ・い き い き
コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
康
づ
く
り

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
　
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
感
染
症
予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
、

月
に
２
回
、
健
康
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
と
笑
い
声
が
絶
え
な
い

約
２
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
若
さ
の
源
で
す
。

最
近
で
は
、
９
月
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
出
場
予
定
で
、

練
習
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
健
康
を
維
持
す
る
秘
訣
は
、
自
ら
が
楽
し
む
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
議
会
で
も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
や
、
健
康
づ
く
り
な
ど
活
発
に
取
り
組
め
る
よ

う
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

笑
顔
と
笑
い
声
が
絶
え
な
い

浦
宿
一
区
　
万
石
ク
ラ
ブ

麻
雀
で
頭
の
体
操

笑
顔
が
い
い
で
す
ね
ー

元
気
が
一
番


